
十
一
月
九
日
、
黒
森
川
（
菖
蒲
谷
地
内
）

に
建
設
を
進
め
て
い
る
こ
ま
ち
ダ
ム
の
定
礎

式
が
、
本
体
工
事
現
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

修
祓
式（
し
ゅ
ば
つ
し
き
）で
は
、
神
事
が

お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
、
佐
藤
県
知
事
ほ
か
関

係
者
が
玉
串
奉
奠（
た
ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん
）を

行
い
、工
事
の
安
全
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
定
礎
式
で
は
、
県
中
建

設
事
務
所
長
、
奥
村
・
秋
田
Ｊ
Ｖ
所
長
を
先

導
に
定
礎
石
（
工
事
現
場
か
ら
採
取
さ
れ
た

御
影
石
で
つ
く
ら
れ
た
礎
石
）
が
先
�
太
吉

さ
ん
ら
木
遣
り
隊
（
き
や
り
た
い
）
の
唄
と

と
も
に
、
お
ご
そ
か
に
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
よ
り
定
礎
宣
言
が
な
さ
れ
た
後
、
礎

石
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
る
鎮
定
の
儀
（
ち
ん

て
い
の
ぎ
）
を
、
知
事
、（
大
臣
代
理
）
国
土

交
通
省
河
川
局
治
水
課
企
画
専
門
官
、
県
議

会
議
長
、
町
長
が
行
い
、
次
に
、
セ
メ
ン
ト

を
な
ら
す
斎
鏝
の
儀（
い
み
ご
て
の
ぎ
）、
セ

メ
ン
ト
を
固
定
す
る
斎
槌
の
儀
（
い
み
つ
ち

の
ぎ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
豊
、
浮
金
、
小
戸
神
、
小
野
新

町
、
雁
股
田
分
校
、
夏
井
第
一
、
夏
井
第
二

の
小
学
校
の
各
代
表
児
童
七
名
に
よ
り
、
こ

ま
ち
ダ
ム
に
託
す
将
来
の
夢
や
願
い
な
ど
思

い
を
込
め
た
言
葉
を
し
た
た
め
た
「
ふ
る
さ

と
石
」が
定
礎
石
と
共
に
埋
納
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
こ
ま
ち
ダ
ム
賛
歌
」
が
小
野
新

町
小
学
校
合
唱
部
に
よ
り
披
露
さ
れ
、
子
供

た
ち
の
透
き
通
っ
た
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

町
議
会
議
長
の
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
田
村
地
方
町
村
会
長
、
田
村

地
方
町
村
議
会
議
長
会
長
、
小
野
博
康
こ
ま

ち
ダ
ム
地
権
者
会
長
、
小
野
政
治
、
矢
吹
徳

弥
、
矢
内
雅
人
同
副
会
長
に
よ
る
く
す
玉
開

披
が
行
わ
れ
る
中
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ホ
ッ
パ

ー
に
よ
り
定
礎
石
が
埋
納
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設
大

ホ
ー
ル
に
移
し
、
定
礎
式
典
と
昼
食
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は
、知
事
が
「
治
水
・

利
水
は
も
と
よ
り
周
辺
の
環
境
に
も
配
慮
を

し
、
平
成
十
八
年
度
の
完
成
に
向
け
て
最
善

を
尽
く
し
て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、県
中

建
設
事
務
所
長
が
工
事
経
過
報
告
を
行
い
、

来
賓
か
ら
は
国
土
交
通
大
臣
代
理
、
県
議
会

議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
施
工
者
か
ら
工
事
の
安
全
確
保
と
早

期
完
成
を
誓
う
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
会
で
は
、
こ
ま
ち
ダ
ム
建
設
促
進
協

議
会
長
の
春
山
町
長
が
「
こ
ま
ち
ダ
ム
定
礎


